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短 報

青森県西津軽郡におけるルイヨウマダラテン トウ

の食性とジャガイモ畑への侵入1)

山 内 智

青森県立郷土館

Feeding Habits of Epilachna yasutomii (Coleoptera: Coc-

cinellidae) in Aomori Prefecture, with Special Reference to 
Temporal Invasion of Potato Fields. SatoshiYAMAUCHI

(Aomori Prefectural Museum, Honcho, Aomori 030, Japan). 

Jpn. J. Appl. Entomol. Zool. 38: 191-193 (1994)

Abstract: A new population of the phytophagous ladybird, 

Epilachna yasutomii showing a relatively-wide food range was 
found in Nishitsugaru-gun, Aomori Prefecture. In the labora-

tory, adults and larvae both fed on leaves of Caulophyllum 
robustum, Panax japonicus, Hylomecon japonicum and potato (Solanum 

tuberosum). Due to the wide food range in the natural habitat, 
about 10% of adults had invaded an adjacent potato field.

Key words: Epilachna yasutomii, feeding habit, Solanum 
tuberosum

ル イヨ ウマ ダ ラ テ ン トウEpilachna yasutomii (KATAKURA)

(以下Eyと 略記)に は,本 州中部以北な どで ル イ ヨウ ボ タ ン

Caulophyllum robustum(メ ギ科)を 主食草 とす る基 本型 と,関 東

地方南部か ら西 は 岐 阜 県 ま で の 地 域 で,ジ ャガイモSolaum 

tuberosum(ナ ス科)を 主食 草 とし広 く害虫化している東京 西郊型

が知 られている(安 富,1976;片 倉,1988)。 オオニジ ュウヤホ

シテン トウ群 には,本 種 と ジャガイモの害虫 オオ ニジ ュウヤホ

シテン トウE. vigintioctomaculata(以 下Evと 略 記)の ほか に,

アザ ミ類 を 主食草 とす る ヤマ トアザ ミテン トウE. niponica,エ

ゾアザ ミテ ン トウE. pustulosaが あ り,ジ ャガイモ畑への侵入例

が報告 されている(KATAKURA, 1981;片 倉,1988)。 し か し,

侵入状況に関す る詳しい記録はほ とん どない。

東京西郊型Eyが ジャガイモに依存 し害虫化 した過程 に つ い

ては,か つて アザ ミ類を食草 としていた コブオオ ニジュヤホシ

テ ン トウ(=ヤ マ トアザ ミテン トウ)が ジ ャガイモに適 応 し た

(巖,1959;渡 辺 ・鈴木,1965)と い う説 も あ っ た が,福 田

(1970)に よ り基本型Eyが 発見 されてか らは,ル イ ヨウボタ ン

を食草 としていたEyが 生 息地 を追われジ ャガイモに適 応 し た

(安富,1973, 1974)と い う説 が有 力である。

本報では青森県西津軽郡で発見 され た基本型Ey個 体 群 の 食

性 と生 息状況,特 に成虫の ジャガイモ畑への侵入について1991・

1992年 に行 ったマーキング調査 の結果を報告す る。

本文 に入るに先立 ち,本 研究を進 めるに当たって 始終 ご指導

を頂 き,特 に貴重 な 飼育記録を ご提供 くだ さった 日本社会事業

大学 ・安富和男博士,有 益 な ご助言 と激 励を賜 った 青森 大学 ・

斎藤 和夫博士,青 森県立 郷土館学 芸課長 ・柿 崎 敬一氏,な らび

に,八 戸市の福田彰氏に心か ら謝意を表す る。

材料 お よび 方 法

1. 調 査 地

調査地は秋 田県に近い 青森 県西津軽郡の 日本海沿岸の 林内で

あ る。 これは 日本海側で初めて発見 され たEyの 生息地 であ り,

海岸に一番近い(300m)生 息地で もあ る。 林 内にはルイ ヨウボ

タンが4パ ッチ,Eyの 補助的食草 である トチバ ニンジンPanax 

japonicus(ウ コギ科)が2パ ッチ見 られた。 各 々の 株 数 は1992

年の調査では前者は合計819本,後 者 は合計78本 で あった。

林の隣接地 には用水路 を挾 んで60m2の ジャガイモ畑 が あ る。

この畑か らルイ ヨウボタ ンまで,近 いパ ッチで16m,遠 いパ ッ

チで36m離 れ てい た(第2図)。

2. 成虫のマーキ ング

捕獲 した 成 虫を 翅鞘に ラ ッカーでマークした後に放 ち,ル イ

ヨウボタン,ト チパニンジン,ジ ャガイモでの 成虫 の個 体数 と

移動 について調 べた。1991年 は林内の個体 と畑の個体を,1992

年には 林内の各 パ ッチと畑 の個体 を それぞれ 色分けしてマー ク

した。 ジ ャガイモ畑 ではEyとEvと が混生 していて,形 態だけ

では これらの区別 が難しい こともあった。 その場合,Evは ルイ

ヨウボタ ンを食 べないので,食 性に よって 両種を識別 した。 調

査 は4月 か ら8月 にかけて1～2週 間 ごとに,1991年 は18回,

1992年 は13回 行 った。

3. 食性調査

調査地 では,食 草 として ルイ ヨウボ タンと トチバ ニンジンが

共に利用 されていた。 東京 西郊型Eyが 食草 として 利用 してい

るヤマブキ ソウHylomecon japonicum(ケ シ科)は 青森県 ・秋 田県 ・

岩手県には分布しないが(上 野,1991),下 北半島か らは実験的

に ヤマブキ ソウで 一部 生育を完了す る ルイ ヨウボタンに依存す

るEy集 団が見 つか っている(富 岡,1986)。 青森 県には ヤマブ

キ ソウが 自生せず入手が 困難 であったため,東 京在住の 安富和

男博士に飼育を依頼 し,他 の個体群 も含めて 実験 結果 を提供 し

ていただいた。 飼育条件 は25℃, 16時 間照明で,羽 化率 と幼

虫期間を調べ た。

結果 お よ び 考 察

1. 食 性

第1表 に,今 回の集団を 含む各地 のEy集 団を ルイヨウボタ

1) 本報 の概要 は第52回 日本昆 虫学 会 ・第36回 日本応 用動 物昆虫学会合同大会(1992年9月,弘 前)で 発表 した.
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第1表 3種 の食草 で飼育したルイ ヨウマ ダラテン トウ各集団の羽化率及び幼虫期間(25℃, 16L8D)

安富和男(未 発表 データ)に よる.

第1図 各食草上 でのルイ ヨウマダ ラテ ン トウ成虫の発生消長(成 虫数 は各調査 日の確認数).-〇-:ル イヨウ

ボタ ン,--△--:ト チ バニンジン,… ●…:ジ ャガイモ.ジ ャガイモ畑では7月 上 旬に殺虫剤が散布 され

(白矢印),8月 上 旬に刈取 りが行われた(黒 矢印).

ン,ト チバ ニンジン,ヤ マブキ ソウで飼育した 際 の羽 化率お よ

び幼 虫期 間を示 した。 各集 団間 に大 きな差が見 られ るが,本 調

査地 の集団は3種 の植物すべ てを好食 した。 羽化率 は ルイ ヨウ

ボタン飼育 で96.4%,ト チバニ ンジンで96.7%で あ り,青 森

県 に分布 しないヤマブキ ソウで も90.3%と い う高い数値を示 し

た。 本調査地 集団は食 性の幅が広 く,3種 の植物に よる羽化率

お よび 幼虫期間は,青 森県 内の他集団 よ りも地理的に遠 く離れ

た茨城県大子町 の集団に大変似 ている ことが分 った。 ま た,各

地のEy集 団はいずれ もジャガイモを好食 し,順 調 に 生育を完

了 した。

本調査地集団 は ルイ ヨウボ タンと トチバ ニンジンを 利用 す る

ほか,集 団の一部 は 隣接地 の ジャガイモ畑に侵入していた。 一

方,広 く害虫化してい る東京 西郊型Eyは 第1表 に示 した よう

にルイ ヨウボ タン,ヤ マブキ ソウを 好食す るが,ト チバ ニンジ

ンでは生育で きず基 本型Eyと は食 性が異な ってい る。

2. 各食草 での成虫の発生消長

林内のルイ ヨウボタ ンは,1991年 は4月 上旬に 出芽 し,中

旬には若葉を広げ,6月 中 旬にはEyの 食害に よる枯 死が 目立ち

は じめ,下 旬にはほ とん どが枯 死した。1992年 には7月 上 旬か

ら枯死 が 目立 った。 林 内の トチバニ ンジ ンは,5月 上 旬には若

葉を広 げ,7月 中旬か らEyの 食 害が 目立ち,7月 下 旬か ら8月

上旬には枯死 した。 ジャガイモは5月 上 旬に作 付けされ,8月

上旬に収穫のため刈取 られ た。 畑 には毎年7月 上 旬に殺虫剤を

散布 してい る。

第1図 に,調 査地 におけるEyの ルイ ヨウボタン,ト チバ ニ

ンジン,ジ ャガイモ上での 成虫の発生消長を示 した。4月 下旬
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第2図 各食草上 でのル イヨウマ ダラテン トウ成 虫の個 体数 と

パ ッジ間の移動(1992年).Ra～Rd:ル イ ヨウボタン,

Ta・Tb:ト チバ ニンジン,:Paジ ャガイモ畑.各 パ ッチ

の数字 は確認成 虫数 で同一 パ ッチ上で再確認 した 個 体 を

含まない.()内 の数字 はパ ッチ間移動 が確認 され た成

虫数.な お,Rdか らPa, Rbか らTbの 移動は1991年

に確認 各 パ ッチの株数は,Ra (203株),Rb (275株),

Rc (28株),Rd (313株);Ta (11株),Tb (67株)で,Pa

は作 付面積60m2で あった.

第2表 林内 とジャガイモ畑 に お け るルイ ヨウマダラテン トウ

(Ey)及 び オオ ニジュウヤホ シテン トウ(Ev)の マーク成

虫個 体総数

*Ey/(Ey+Ev) .

に越冬個体がルイ ヨウボタ ンに出現 し,5月 中 旬か ら下 旬に ピ

ークとな る。6月 中旬には成 虫が減 少し,替 わ って多 くの幼 虫

がルイ ヨウボタ ンで 観察 された。1991年 には6月 下旬,1992

年には7月 中旬に,9割 以上の ルイヨウボ タンは 食害に よって

枯死した。 この時期にな ると,ル イヨウボタ ンか ら移動した 幼

虫 と成虫が トチバニンジン上 で見 られ るようにな った。1991年

においては7月 中旬,1992年 においては7月 下 旬に トチバ ニ

ンジ ン上 の成虫数が ピー クとな り,7月 下旬か ら8月 上 旬には

食いつ くされ た。隣接 した ジャガイモ畑では,1991年 には6月

中旬,1992年 には5月 中旬か ら1～2頭 観察 された。7月 上 旬

にはジ ャガイモへの 殺 虫剤散布のためか,一 時Ey, Evと も見

られな くなったが,7月 中旬にな ると両種 とも再び増 加 し て7

月下旬か ら8月 上旬に ピークとな り,刈 取後は姿を消した。

このよ うに,調 査地 のEyは ルイ ヨウボタンを主 食 草 とし,

その食害 によって 食草が 欠乏す ると,補 助的 に トチバニンジン

とジ ャガイモを 食べ る。 ルイヨウボ タンが 欠乏す るまで トチバ

ニンジ ンには 成虫が全 く見られないのに対 し,ジ ャガイモには

ルイ ヨウボタンが 十分あ る時期か ら少数が 確認 されたのは 注 目

され る。 なお,8月 上旬以後は 調査 地周辺でEyを 全 く確認 で

きなか った。

3. 成 虫の食草間 ・パ ッチ間の移動

第2図 に,1992年 にマーキ ングで追跡した 各 食 草 パ ッチの

Ey成 虫個 体数 とパ ッチ間の移動の様子を示した。 ルイ ヨウボタ

ンの各 パ ッチ間では,と くに密度 の高いRb-Rd間 で かな り高

い頻度 で移動 していた(Rbか ら44頭 中7頭 がRdに,Rdか

ら60頭 中2頭 がRbに 移動)。 移動のほ とん どは食 草の食いつ

くしに よるものだが,食 草が 十分にあ る4月26日 にRdで マ

ークした個体が5月11日 にRbで 発見 され た。

1991年 には,ル イ ヨウボタン上 で129個 体,ト チバ ニンジ

ン上で40個 体 を確認 したが,前 者の2個 体が6月23日 と6月

30日 にジ ャガイモ畑 で再確認 された。 なお,ど のパ ッチか ら侵

入 してい るかを 調べ るため,林 内か ら採集 し ルイ ヨウボタ ンで

飼育 してい た個体に マー クし,7月20日 に畑 に 近いRdに35

個体を放 した ところ,7月24日 と7月29日 にジ ャガイモ畑で

各1頭 を確認 した(第1～2図 には含 まれ ていない)。1992年 に

は,前 年に ジャガイモ畑 でマー クした14頭 中の1頭 を5月19

日にRbで 確認 した。 越冬個体の 出現 とジ ャガイモが葉 を広げ

るまでは約2週 間 の差 があ り,越 冬か らさめた直後 の個 体はジ

ャガイモを 利用で きない。 林 内 とジ ャガイモ畑 を 相互 に移動し

てい る個 体が認め られた ことは注 目され る。

4. ジ ャガイモ畑での混 生

第2表 に,林 内 とジャガイモ畑 に おけ るEyとEvの マー ク

成虫の個 体総数(再 確認数 を除 く)を 示 した。Eyは 両年 ともジ

ャガイモ上 で14頭 ずつ確認 され た。畑ではEyとEvが 混生し,

Eyの 占め る割合は,1991年 が10.1%,1992年 は14.9%で あ

った。 また,ジ ャガイモ畑のEyは,林 内で確認 されたEy成

虫数 の8.3% (1991年),11.3% (1992年)で あ った。 このよ う

にジャガイモを利用す る成虫の割合がかな り高い ことは,同 種

の東京西 郊型 が ジャガイモ害虫 で あるこ とと関連して,害 虫化

のし くみを考 察す る上 で興味深い。
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